
Reducing Time-to-Market

プロトタイピングでは、従来、ETAS 

ASCET やMATLAB®/Simulink®、ある

いは Cコードのモデルがプロトタイピ

ングターゲットに統合されています。し

かし、EURO 6.2の導入に伴い、将来の

ディーゼル／ガソリンエンジンやハイブ

リッドドライブトレインに関するアプ

ローチは、少なくとも PSA社では様変

わりしました。新たに確立された自社の

ソフトウェア開発サイクルの下では、機

能的検証を AUTOSARソフトウェアコ

ンポーネント（SWC）のラピッドプロ

トタイピングの手法で行うことが不可欠

になります。ファンクションモデルによ

り生成された AUTOSAR Cコードを統

合することにより、AUTOSAR SWCの

内部（演算）ファンクションの検証が行

われます。

カスタマイゼーションで市販のラピッド

プロトタイピングソリューションの機能

を拡張

さらに PSA社の場合、ETASソフトウェ

アおよびハードウェア製品のラピッドプ

ロトタイピングシステム向けの典型的な

構成には、以下のような機能も必要でし

た。
■■ AUTOSARランタイム環境（RTE）で

管理されているランナブルをバイパス

ラスタの任意のタスクに自由にマッピ

ングできること
■■ コンポーネントの内部変数の計測と適合
■■ クライアント／サーバー呼び出しの処理

ETASと PSA社の AUTOSARとラピッ

ドプロトタイピングのエキスパートが

共同で、これらの拡張機能を PSA社

の仕様にカスタマイズして開発しまし

た。 ま た、AUTOSAR SWC が ETAS 

INTECRIOで対応可能となる、AR2SIX

という変換ツールの設計も行いました。

このツールは元の arxml、C、H、A2L
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AUTOSARソフトウェアコンポーネントのラピッドプロトタイピングを最適化

自動車用ソフトウェアの開発において、ラピッドプロトタイピングは手間のかかる工程です。

ETASが提供する十分に試行されたツールが、お客様固有のユースケースに適した真のカスタムソ

リューションの開発への道を開きます。PSA プジョーシトローエン（現 PSAグループ）は ETAS

のソリューションにより、EURO 6.2規格に準拠するエンジン制御機能の開発をスピードアップす

ることができました。

製品化までの時間を短縮



形式の入力ファイルを、INTECRIOで認

識できる Scoop-IXという形式に変換し

ます。ETASソフトウェアおよびハード

ウェア製品のラピッドプロトタイピング

システムの典型的な構成に新しい拡張機

能を補完する様子を図 1に紹介します。

この変換は、大きく分けて以下の 4ス

テップを経て行われます。1) テスト対象

の AUTOSAR SWC に は INTECRIO ラ

ピッドプロトタイピングプラットフォー

ムでは使用できない RTE呼び出しやそ

の他の AUTOSAR SWCが含まれていま

す。Cコードアダプタを生成することに

より、これらの AUTOSAR SWCをスタ

ブにします。2) ラピッドプロトタイピン

グ時には、インターランナブル変数（IRV）

などのようにコンポーネントのA2Lファ

イルに含まれていない内部 SWC変数を

可視状態にしなければなりません。この

ような内部変数を見つけて可視化するた

めに、AR2SIXで arxmlファイルをパー

スしてそれらの変数を SCOOP-IXイン

ターフェースに追加します。3) 統合され

るCコードのarxml定義、A2Lファイル、

および Cコードに基づいて、統合される

Cコードのソース、変数、データ型など

を定義する SCOOP-IXファイルが自動

で生成されます。Cコードを統合するた

めに、INTECRIOラピッドプロトタイピ

ングプラットフォームは xmlで記述され

た SCOOP-IX形式を使用します。4) 上

記 1) ～ 3) を 1つのコンポジション内の

各 SWCについて実行できます。相互接

続モジュールを使用して INTECRIO作業

領域を自動で作成することにより、作業

領域の作成に必要な工数を最小限に抑え

ることができます。

新しいツールが日々真価を発揮

PSAコーディングチームはこの AR2SIX

変換ツールにより、PSA社のほとんどの

AUTOSARモジュールのプロトタイピ

ング、シミュレーション、デバッグを自

社の一元的な検証に加えて、エンジンま

たはハイブリッド監視ソフトウェアにそ

れらのモジュールを統合できるようにな

りました。ETASが提案したプロセスは

PSA社にとって 2倍の利用価値がありま

す。なぜなら、このプロセスは、たとえ

ば ETAS のプロトタイピング／インター

フェースモジュール ES910などのリア

ルタイムターゲットにも、INTECRIO

バーチャルプロトタイピングにより実現

されるオフラインシミュレーションにも

対応できるからです。PSA社は自社仕

様にカスタマイズされたソリューション

を 2年にわたって使用し、日々その成

果を得ています。また SWCの機能テス

トを、自社のニーズに合わせて設計され

た車両で、車載のプロトタイピングハー

ドウェアを使用して行っています。追加

の検証（多くの場合、回帰テスト）は、

INTECRIO-RLINKを使用して、実際に

記録されたデータに基づくオフラインシ

ミュレーションにより行われます。たと

えば汚染や燃焼に関する機能、ADAS機

能、ハイブリッド機能など、いくつかの

機能領域を担当している SWCコンポジ

ションの検証は、実車とシミュレーショ

ンで行われます。しかし何より、PSA社
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図 2: PSA社のプロジェクトチームメンバー。（左から）Mohammed 

Dahhani氏、Julien Allard氏、El Mahdi Abghour氏

「ETASとの AR2SIXプロジェクトでは、PSA Peugeot Citroënのような自動車グループが

半月足らずで EURO 6.2規格のツールを開発することができるようになり、ETASエンジニ

アリングのアジリティの高さが実証されました。」

PSA Peugeot Citroënの El Mahdi Abghour氏

の注目すべき事例は、AR2SIXを活用す

ることで、ソフトウェアやファンクショ

ンのバグが、さまざまなソフトウェアプ

ロジェクトに広がる前に検出されて修正

されることです。

図 1: バイパスで典型的なラピッドプロトタイピングシステムを拡張する、新しい変換ツー

ル AR2SIX（左のノートパソコンを参照）


